
第 212 回国会 衆議院 法務委員会文部科学委員会消費者問題に関する特別委員会連合審査会 第 1 号  

令和 5 年 12 月 1 日 

 

旧統一教会「解散命令の請求等に係る宗教法人の財産の保全に関する特別措置法案」について、英利アルフィヤ

議員の質問に対し、山井和則が一部答弁 （質疑のながれ上、答弁前後も 掲載） 

 

○英利委員 おはようございます。自由民主党の英利アルフィヤです。 

 今回提出されている両法案について、まず、被害者に寄り添い、そのニーズに応える法整備を行うことが大前

提だと認識しております。国民の皆様の関心も、この法案が成立することによって、どのような課題がどう具体

的に解決するのか、そこにあり、また、政治に信頼を持っていただく上でも重要な課題だと認識しております。 

 その上で、改めて、両法案起案に当たりまして被害者の方々とどのような対話が行われたのか、そこから見え

てきたニーズは何だったのか、国民の皆様にも分かりやすい形で簡潔に御説明願いたく存じます。お願いいたし

ます。 

○小倉議員 私どもの、与党、実効的な被害者救済の推進に関するＰＴにおきましては、七回にわたりまして、関

係省庁、全国統一教会被害対策弁護団、被害者、宗教団体関係者、憲法学者などからヒアリングを行ってまいりま

した。 

 とりわけ、被害当事者などからのヒアリングにおきましては、孤独、孤立にあえぎ、生活困窮に苦しみ、宗教二

世として親への愛情とのはざまで心の悩みにさいなまれるなど、被害の深刻さやこれまでの御苦労など、被害者

の方々の声に真摯に耳を傾けてまいりました。被害者を誰一人取り残さず救い上げるために、議論を深め、実効

的な被害救済対策について精力的に検討してきたところでもあります。 

 ヒアリングの結果、民事保全の申立てや民事訴訟の提起に至る事例が極めて少ないという状況が起きているこ

とも明らかになりました。この原因は、被害者への法律相談体制が十分でないこと、訴訟や保全を行うための費

用を捻出することが困難であることなどと私どもは認識をしております。 

 これらのことを踏まえまして、我々のＰＴとして、第一に、法テラスの業務の拡充により、資力を問わず、被害

者であれば法律相談から訴訟、保全、そして執行までの民事事件手続全般を迅速に利用できるようにすること、

第二に、宗教法人法の特例を設けますことで、指定宗教法人の財産の透明性を高めるとともに、その動向を被害

者が随時適切に把握できるようにすることなどにより、被害者の司法手続を通じた迅速かつ円滑な救済を図るこ

とで一致をしたものであります。 

 以上です。 

○山井議員 大変重要な御質問をありがとうございます。 

 被害者救済のための法案である以上、十分に被害者の声を聞くというのは当然のことでございます。私たち立

憲民主党では、昨年の秋以降、約七十回、被害者の方々、そして弁護士の方々をお呼びしまして、延べ百人の被害

者から一年二か月にわたって話を聞いてまいりました。 

 その中で、結論から言いますと、個々人の財産保全というか、個別の訴訟による財産保全は酷である、無理であ

る、野党案にあるような包括的な財産保全の法整備を是非お願いしたいという声でありました。 

 具体的に、お一人の方の声を紹介させてほしいと思います。当事者の声を聞いてほしい。この被害者の方、二世

の方であります。 

 財産保全については、被害者が個別に訴えを起こせばいいという声があります。宗教法人法に基づく解散命令

請求についても、利害関係人である被害者が請求をすればいいということがありました。しかし、生活に困窮し、

何とか生きている多くの被害者にそのような余力はありません。また、統一教会は怖い。解散請求についてです

が、国が警備を強化したと聞きます。実際に物騒な事件も起きていると聞いていますし、私が幼少期から見てき

た彼らの姿勢は、サタンからの攻撃だと被害妄想を膨らまし、サタンに打ちかつためには何をしてもいいという

団体です。怖いです。顔出しもできませんし、実名の公表もできません。訴訟することも怖いです。統一教会と関

わること自体に身の危険を感じ、被害を訴えることすら諦め、泣き寝入りをしている二世がたくさんいます。私



たち被害者が統一教会に個人で訴訟を起こすのは、ハードルが高いばかりか、酷です。 

 ということで、このような声をたくさん聞きました。 

 昨日も、弁護団の方々三人の先生、木村先生、阿部先生、紀藤先生から、修正協議の中で話を一時間聞かせてい

ただきました。私たちは、是非、セットで、弁護士の方々のみならず被害者の方々から、この法案の採決までに、

修正協議の場で被害者の方々の声を聞いて、修正協議をもう一回やってほしいということを要望しておりますの

で、まだ採決には時間があると思いますので、今、非常に重要な、被害者の声が重要だというお声を聞きましたの

で、是非、修正協議の中で被害者の声を聞いて、もう一度修正協議をさせていただきたいというふうに私たちは

考えております。 

 以上です。 

○英利委員 両者とも、本当にありがとうございます。 

 共通点として見られるのが、心の悩み、余力がない、怖い、不安を感じる、この点、メンタルヘルスの部分も非

常に大きいのかなと思っております。 

 その上で、法テラスでは、弁護士や心理専門職などを配置した特定施策推進室を設置するとともに、霊感商法

等対応ダイヤルにおいて相談対応に当たってきたものと承知しております。まず、被害救済に向けた特定施策推

進室における取組について、その具体的な内容を伺いたいです。お願いいたします。 

○坂本政府参考人 お答えいたします。 

 法テラスの特定施策推進室におきましては、霊感商法等対応ダイヤルを設置いたしまして、いわゆる旧統一教

会問題に関する相談に対し、弁護士、心理専門職などの知見を活用し、また、関係機関などと連携しながら適切な

相談窓口を紹介するなどしているところでございます。 

 例えば、金銭トラブルにつきましては全国統一教会被害対策弁護団を紹介するなどしておりまして、現在、弁

護団におきまして、旧統一教会に対し集団交渉の申入れや民事調停の申立てを行うなど、被害救済に向けた手続

を着実に進めているものと承知しております。 

 また、法テラスにおきましては、相談者の意向やプライバシーなどに十分配慮しながら、必要に応じまして、こ

うした相談状況等に関する情報を関係機関等に提供するなどいたしまして、総合的相談体制の強化を図っている

ところでございます。 

○英利委員 ありがとうございます。 

 さらに、被害者のメンタルヘルスについてお伺いしたいと思います。 

 まず、霊感商法等対応ダイヤルに寄せられた相談のうち、メンタルヘルスケア関連の相談の受付状況、件数、及

び、プライバシー上可能な範囲内でその内容を確認させていただきたく存じます。また、法テラスにおいて、メン

タルヘルスケア関連の相談を受け付けた場合、どのような対応を現在しているのか伺いたいです。お願いいたし

ます。 

○坂本政府参考人 お答えいたします。 

 霊感商法等対応ダイヤルに寄せられたいわゆる旧統一教会に関する相談のうち、心の健康や心の悩みに関する

相談内容を含むものは、令和五年十月三十一日までの累計で三百七十四件でございます。 

 相談内容につきましては、相談者のプライバシーに配慮して、差し支えない範囲でお答えさせていただきます

けれども、旧統一教会問題に関する心の悩みといたしましては、信者以外の者との結婚を親から反対され精神的

苦痛を受けている、親族の交際相手が信者であり、家の財産を狙っているのではないかと不安を感じるなどの相

談が寄せられているものと承知しております。 

 法テラスにおきましては、心の健康や心の悩みに関する相談を受け付けた場合には、心理専門職等の知見を活

用して対応しておりまして、関係機関と連携しながら適切な相談窓口等を紹介するなどしているところでござい

ます。 


